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東北地方におけるルースバーン乳牛飼の養実態と問題点

高橋実伍・小野寺事故・淵向正四郎

（東　北　農　試）

1．　ま　え　が　善

最近乳牛の飼養楓横拡大にともなって各地にルースバ

ーン飼養事例が見受けられるようになったが．わが国の

農業事情からその適応化にはなお多くの閃電点があると

患われる・そこで．今后東北地方における乳牛多頭飼屑

技術研究を推進するための資料を得る目的で本調査を実

施した．

2．　錮　査　方　法

調査地は岩手県六原農地（調査彪1）奥中山酪農セン

ターく彪2）．青森県岩木実験農協（彪8）で．青草利

用期と貯蔵飼料利用期の2回．乳牛の生態観察と管理作

業の計測を併用して．畜舎施設と飼養管理上の閃電点把

握に重点を土日ハた．

古．調査結果と考察

1　概況

調査地はいずれも火山灰土地帯で最低気温－17℃前后．

根雪期間釦－120日．最大積雪豊1．2－2．0mに蓮する

弟2表　　　年　間

頗雪寒冷地帝である．土地規模には恵まれているが．い

ずれもルースバーン飼養になってからは日が浅く．乳牛

の導入，園均および施設等の整備過程にありまだ安置し

た経営状態とはいえない現状である．

之　的科の生産と利用

飼料作物圃地面横は第1表のとおり牧革地がその大半

を占めている・しかし，革地の生産量は10才当約8．【粕）

－4，∝船町　と推定され，にようの利用は勿論のこと彪2，

第1表　飼科生産圃地面横（加）

　　　 調査筋

区分 1

「 2 「 8　l

総　　　 面　　　 横 73．8 19．7 鴇．6

牧　　　 革　　　 地 一路．3 18．1 2 7．6

そ の他 の 飼 料 作 物 ⊥挙・0 1．6 】 1 1．0

l 頭 当 負 粗　 飼 料 ■石面‾‾ 0．碗 「

担 両　 横　　 計 0．79 0．7 7

台では殆んど厩肥を利用されておらず，飼料作物の生産

は極めて低位で特に彪2では傾斜地が多く，彪8では砂

礫の多いことが機軸化作業を困難としている．

飼　料　構　成

調査

ノ広

　　 月

区分
1　 2　　 8　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　 10　 11 12 備　 考

成牛に対す云扁号音盲．‾‾‾

示す．

1

濃 厚 飼 料

乾　　 革
8晦

丞晦
カ　 ブ

サ イ レ ー ジ
ビー トパ ルプ

ぬ晦 濃厚飼料は搾乳牛と分

古物 娩前 1 －2 ケ月の妊娠

青　　　　　　 革 牧草 牛についてのみ給与さ

放　　　　　 牧 遁6 日 れる．
l

2

濃 厚 節1 科
乾　 草

サ イ レ ー ジ
7ルブアルファミール
放　 牧

敷　 科

4～5EP l
12馳

8．5馳

1鎚日
8軸

8

濃 厚 飼 料

乾　 革

サ イ レ ー ジ
ビー トパ ルプ

4～5晦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8晦
加～王ら埠

8埠

青　 等

放　 牧
敷　 科

レープ，牧葦補食わ日
1郎日

4物
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年間の飼料構成は第2表のとおりで・夏期は放牧

が主体となっている．冬期貯蔵駒科利用期間は1釦一加

日で．貯威粗飼料の確保宜は成牛1照当乾等1，（朕）晦．

サイレージ1，加－4，醐Rタ程度で．粗飼料の不足からビ

ートパルプ．アルファ′レファミール等の購入．飼料給与

時における乳牛の混乱から繋留．制限給餌を余儀なくさ

れ管理の省力化を阻写し．ルースバーン飼養の利点を減

殺する結果とたっている．この方式では租蜘料の不断給

餌が必要条件とされているが．粗飼料が充分確保されな

いせゝルースバーン飼養に移った欠陥が表われてお力，今後飼

料作物の高位生産．草地の維持管理技術の確立，冬期良

質粗飼料の省力大量訴製貯蔵技術の確立が必要である・

a　乳牛の飼着と管理

乳牛の飼養管理についてその主なる点を要約すると次

のとお・りである．

搾乳はいずれも1日2回搾乳を原則としているが，搾

乳技術の巧拙．後搾りの有無，待機室の有無．搾乳室の

型式構造．搾乳室における採食時間等が搾乳能率に大き

く影響している．これらの調査結果を示すと第8．4．

6，6表のとありである．

第8表　搾乳時間（調査時）

　　 調直握
区分 1 2 8

頭
回　　　 数 2 2 2

搾 乳 ：方 式 バケット バケット ノくイブライン

ユニット　赦 2 2 4

調　 査　 時　 期 夏 冬 夏 冬 夏 冬

搾　 乳　 強　 敵 88 如 11 7 a 望l

搾 乳 征 頭 数 駄 ㊥ 18 14 心 臨

搾 乳 労 力 （人 ） 乙6 3．0 1．5 乙0 1．8 2．0

搾 乳　 量 （晦 ） 眺 －8 髄 ．0 91．2 l訂．8 加 ．0 842．0

搾 乳 総 時 間
時 分 時 分

2 ．田

時 分 時 分 時 分 時 分
5 ．（汀 2 ．鴇 ．蝕 2 ．2 1 8 ．42

搾 乳 準 備 ．皿 ．鴇 ．81 ．却 ．祖

司 8 ．雄 1 ．三9 ．亜 1 ．19 2 ．18

器 具 手 入

搾 乳 垂清 掃

．2 ．汐 ．15 ，租 ．51

1

間

：崇＝一昭 ヅ 分 秒 分 秒

2 ．静

分 秒 分 秒 分 分 秒
5 ．】か 8 ．一打 ．48 8 ．批 3 ．一p

／
4 ．12 4 ．誌 ．三方 1 ．伍 2 ．18

後　　 搾　　 り 実 施 芸 完 無 無 無 無

第4表　搾乳宝の規模と構造

区分　 調査雁
1 2 3

型　 式

構　 造

r嘘 飢 A br♂Jf r鵬 In

（正血一〇卿 ）（止れめ由り 伽叶卜班川嶋叫
扉噌弛　4 6 d拘れk　4　励
高　　 床 平　　 床 高　　 床

牛床の高さ（劇） t汀 － ⑳
牛房の長さ（血） 茄 － 空路

抱・餌∴施　設 職 連続飼槽 階上より血JgJ

待　 機　 室 （露点査読 ） な　 し
（休息室兼用） 亜坪

第5表　ミルカーの装着時間（調査時）

1 2

夏 冬 夏 名． 夏

4 18 3 6 15

7 分亜秒 6分碓秒 4分甜秒 4分詑秒 5分19秒

冬

第6表　搾乳室における濃厚航科採食時間

給 例 数 平　 均 範　　　　 囲 備 考

1 ．0 馳 2 6分 亜 秒 5分 亜 秒－ 7 分 即 妙 乳 配

2 ．0 10 9 ．19 7 ．∝） ・－ 12 ．16 ■

2 ．5 6 9 ．52 9 ．伽　 ～ 11 ．餌 赦

凱料の給与量は一応駒井標準に準拠して決定されてい

るが．実際忙は経験的に加減され．給与回数は濃厚飼料

については1日2回，粗飼料は種類の多いことから5回

の多きに達しているものがあった．いずれも制限給餌が

行われているが．特に彪1．8では休息喜内で給餌され

ており．乳牛の現合．教科の消喪主を増大させているも

のと思われる．

魁肥は年1－2回搬出されているが．休息室内に桂の

多いことがマニアローダー等による搬出の機械化を困難

としている．

また冬期は労力が牛舎管理に集中されているが，積雪

のため牛乳の搬出．除雪に多くの労力を要し．給餌の煩

雑さも加わってそれほど冬期間の労働は軽減されていな

レヽ．

1人当管理朝敵は18一缶蛸と巾があるが．従来の飼養

方式よりは労働効率は高くなっているようである．

牛乳の生産量では点1を除いてまだ乳牛が充分能力を

発揮しているものとは思われず．繁殖の面についてもか

なりの低受胎牛が諌められたが．これはルースバーン飼

養に上る影響というより粗飼料の不足とともに管理の不

馴れも一因となっているものと思われる．しかし．疾病

や事故の発生は訴査地によって特色があり．彪1では事

故牛，席2では鼓脹症．ぬ重点8では儀の下痢による先

死，廃用親政がヤゝ多いように思われ．これは彪1の地

合は牛舎の細道．点2では粗飼料不足による牛の震合，

放牧方法等がその要因となっているものと思われる．因

みに除角顔政は彪1．2，8それぞれ7％，55％．王B免

であった．

以上のように飼料事情．畜舎の構造とも関連してこの

飼養方式が乳牛の健康と能力に及ぼす影響についてはこ

の調査からは明らかにするとと仕出栗をいが，省力管理

とともに生産力の同上を要請されるわが国の実情にかん

がみ今后究明を要する課垣と思われる．

屯　畜舎と付属施設

畜舎施設の槻賓は第7乗のとおりでその主なる間垣点

を列記すると次のとおりである．
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第7表　畜舎と付属施設

　 調香彪

1ヌ檎
1 2 8

建　 築　 様　 式
木 造 二 階 建 水泡屋根製利用 未払臨限袈利用

床コンクリート床コンクリート床　 土　 間

休息皇
解放率餌仇 別 壬蛤 翁

1洩当坪数 2．0 2．8 3．9

給 餌

施 設

飽櫓の配置 休 息 室 内 屋　　　 外 休 息 室 内

サイ　 型式 バ　ン カ　ー タ　　 ワ　　 ー タ　　ワ　　ー

ロの　 配置 屋　　　 内 畜舎 と分鹿 畜舎と分離

衰戻痕

理施設

堆　 肥　 舎 な　　　 し 表　　　　 し な　　　 し

尿　　 潜 1 2 な　　　 し

②　休息重と給餌均の分鮎がされていないので乳牛

の混乱が甚しく・利用面棟をせばめ教科の消費量を増加
させてレヽる．

㊥　休息宝の牛床の構造が事故発生の要因となって

いると思われるものがあった．

腫l　畜舎出入口の積雪落下が乳牛の出入を砺げてお

り，叙雪地帯では畠板の構造に配慮が必要である．

酎　待機室の有無が搾乳能率に影響している．

㈲　粗飼料の給与噛所と格納秘所の省力的配鼠が充

分でないものが見受けられる．

m　飼櫓の構造が不適当で腕科のロスが大きい．

脚　サイロの型式との機械化には充分検討する必要

q）従米の木蓮建築の構造上休息室内に杜が多く．　　がある・

管理作業を困難にし．利用面指をせまくしている．　　　　　　御　葬嫁の処理施設が不適当左ものが多い．


